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自営業婦人の産後の健康と生活

¥，'，各調査内容は，有効回答767例り産後1宇問の就労形

{態別に集計し;検討を:ff.-'?た。なお，調査内容により他の

昭和51-53年に東京愛育病院で分娩した1553例に郵送 属性別に検討を行った。

によるアンヶ山調査を行った。なお. 1553例は昭和53 有効回答者)日対象者f持親〉の産後 1年聞の就労状態を

年に行った「自営業婦人の妊娠時における健康管理に関 t第 1表に示す。 J家族従業Jとは，央や親族の営む自常

業に従事してい、名形態把ある。 r自由業」は，技術や才

能を要する職業に従事しているものとし，就労形態はパ

ムトタイムとrした。例文ばピアノ教師・経蛍台ヅサルタ

iγ トなど。その他は，織業の内容が不明であったもの。
E 調査内容 十

t無職は対照群とし，第 1表にみるように 8群別に集計・

調査内容は，1)産後 1年間の生活環境 2)母親の 検討を行つだ;い

就労状態， 3)母親の健康 l 益〉子どもの発達と健康の 1 )産後 1年聞の生活環境

4観点からなる19の質問項目を設定した。(付表1)' ，'"①世帯構成および;λ!員 E第、2裳.第3表ヂ ぃj

1 )産後 1年聞の生活環境 . 山 E日

家族一世玖拷成，ノピ世帯ホ具、年齢，学歴 ，第，1-1表 対象渚の就労形態、

(駿栄一央，褒に母親1の就労形態

住宅一住宅形態t 部屋数ヂども部屋め有無山~:. ~ 

進済牧態ニ 、〔

日宵児一生後 1年間の主な保育者，就労中の育児時

隠離乳食の準備，乳幼児健診回数，夫の協力

研究第 l部

はじめに

われわれは，第「報の「自営業柄人の妊娠時に軒ける

健康管理に関する研究」において，自蛍業に従事する妊

屋がの分娩前後の保健に対する認識・保健行動および労

働状態の実態についての調査報告を行った。

今年度は，自営業従事婦人の産後一年間の生活と育児

および健康について，実態把握の調査研究を行つだ。ハ

& 
I 対象と方法

~; ~ 

する研究」の調査回答者 839例と，昭和53年に分娩Lた

714'例である。有効回答は767例で，回収率は49.4%。

集計にはHI"TAC88∞'/8700を使用した。

2)母親の就労状態

就労開始時期王産後仕事を始めた時期〉

1自の就労時間

作業姿勢

3)，母戸の健康

産後の異常

ド従事の注意

月経再開の時期

z 弘、ぐ J

千賀悠也子・藤;井、 仁

宮原 忍、(東京大学医学部母子保健学科〉

星山佳治
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直調査結果
I 

入

" 

就 i 労 形態 |例、 )';~λ
自F 家族従業ーフルタイム (¥ 36 、目r ‘ 1 ・J、. 
ノレ ，ミ，ー ト

28 6 70 蛍il ， 、
業プ も自 営 業 主

一由
34 

他モ の 3 

叶勤 叩ノレタイム I" 3~ I 労者"-< A; -， : . 1: -- I "39 
パー 7 ト

計 143 、
、

‘無、川 職;_¥
624 .. .，. 

J 乃Z1m計じ1，. 
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第 1-2表

N . AI例 数
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核 家三日涙己主l当世代家族 |モーの 他l 計 二 王

史家族従【〉業}::':_世 11 20V 円、，，[ '， 16 
44.4 玄弓，~て6どs;;yべ立

家族従 栄ーが| '九‘、、;¥:屯"

官営様、主| 、、;'，.:".1 ( ， ~ i _1 .:‘‘，、〉

自 J| 弘 =ic，|、 2 1 
曲'業'"'. 87 

そ 〈ゐ他 ln グ 1 1 3 
、l 、

唱，~ . J."， 33.3 

動、、め，'，"-. '，F，[ 
22 10 
、 68.8 

跡、めにー庁、| 5 一1 l 7 
71.4 ;，ヘマ J 

474 5 624 
76.0 

計 Lodl1v、767;例， 100.0% 
'" 74'.1， "， 24:，9 . _.. - ._~ _. _. 

^ ^^^ ~ • ~7 ^__  

[2 '入~ 人[4 X[5 人[6 λL2 入~ 大|以以上|ι計
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家禁従業千 P1 1 6 16  1 83081 31151 277I 1 138j努

自M 常一戎主| '3  [2  J 1 、! 心ie2，t十 L、 l九 8

自 由一日業| 1181813  [ 2， [ω.. _J'_ [、 -131
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日立 . 1.' I 37.5 I 28.1 

111  [ ¥7.1l1 |、日lf7勧め'---.ーム p，I ' .14.3 
'ー
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千賀他:自営業鋼大の産後の健康と生活

対象全体の世帯構成は，核家族世帯ー'74，1%.三世代

家族世帯-24:9%。

核家族世帯比一「自由業群j-87:1~ょに多く，ついで

「無職群Ji自営業主群Jの順である。

三世代家族世帯は; r家族従業~P群」ー50 ， 0%. i家
族従業-F群j-44.4%で位群に比べ多い。

世帯入員が3-4人世帯は i自由業群j-83.9%に

多い。指いで「無職群j-74，8%. i勤め-P群Ji刻め

-F群 」の顕である。.，.

世帯人員が5人以上の世帯は i君主族従業-''p群j-

53.8%. i家族従業-F群j-41.6%で他群に比ベ多い。

②母親の年齢〈第4褒〉

30歳以土り母親bま.J勤ザ"-P群」一71.4%.i勤め-

F群』す62.5%の両群に多い。

30歳未満の母親は，，， r自由業群j~67;7%日多い。
央の年齢分布も妥〈母親〉の隼齢分布とほぼ同傾向を

示しでいる。

第4表母親の年齢

It仲-J.Iぉ-130-135-141ト|計

家族従業ーFI 1却し1~:.11 2 1 1棚

家蹴梁ーpl'"1 3 '1'λ~，812:.J 1
26 
I 

自営業主1
1
11

3
1
3
1
1
11&

1 /1
1 
J::川 1，'1

31 
自由業

/ 1 .1，64.，51 32 ‘ 

の他1J. 1 ，1 2 1 1
1 
1 3 

||1 1 ::AI ::，t:.J ~， 132 勤めハーF1 1 1 34.41 34.4121. 

勘め持F1 '， L.1 _1 !， 1_3 J ~ 1_ I~ 7 
無職1.1ぉ 13;;|包lr14f2471 33. 

計 11136 ， y~:ι 
Chi Square= 198.54 Significance=:O.: _000 Cram町、V=0.23 

.@学歴〈第5表〉 ぷ

ι 慢親iの学歴が短大勺・専門学校卒業以上のものは".~象

全体では69.5%.高卒までは29.3%。

お就労対象閑で比較宇ると.高卒まて、の学歴の屯のが

「家族従業-F群j-55..6%; r家族従業"-P群J+46，'2
%で，これら 2群において多い傾向がある。

夫の学歴も衰のそれとほぼ同傾向を示してい~Q~; (、

@ー就労形態〈第 1.>11-1，第l表-2)

母親の就労形態については前述したとうりである。央

の就労形態は.i自営業主」←129例.i家族従業-F群J
主22例.i勤め....，F群T-'-593例.rその他]17例である。

自蛍業従事者〈央子 151例中，裂も同r自営業に就労

しているものはお例 (3，7.1め，褒が他に就労しτいる

ものは10例 (6，6%).喪が無職のも叩85例く56.3%)で

ある。r
/ャ

第5表母親の学歴
喝 、 . 、 1

ド件4F喜和ト|市|

家族従業マ| lnUT 14 1 1 !?一
1112J P1411126 家族従業ーP1 I 46 

営 業 主112 1 ，313 1 ，，8 
，. 

自由業| 12|;9J1J 131 
そのf・他I~ ，J ニ I~~ ;I'~.I13 
勤め-F， μぃl.，J '~~f 01 50': I-，-"，J l J111 

113lI314117 勤め -P バ 14.31 57.1 
職17叶21:45|え，l7~.e4 

2F8125;iJtJ92; 計一
上28..1.0%.0 0.9 

@住宅〈第6. 7. 8表)"

<住宅形態> 対象全体の持!家率は56目3%，。各群間に差

異は認められなかった。 '..::ρ

だがJ夫の就労形態別に住宅形態をみる:と，失が『家

族従業」のものの持家率は81.8%.r自営業主J-62.0 
%. i勤めj-54，6%で，央が自蛍業に従事し主いるも

のの‘持家率却が高い傾向にある。

く部屋数> 対象全体では.r 1 部屋J-27~払 í2'部屋J
~21. 7%. i3部屋j-27.6%.i4部屋j'-22.4s弘 i5
部屋以上」は25.2%である。各群聞に差異は認めちれな

かった。だが，自常業者従事者rルーずでは [5;部屋以

土上、の、ものが他群に比べ多い傾向を示した。 ':[5部屋以

主jはF自常業主群j-37，5s百， r家族従業~P群」手3416

%. r家族従業-F群j-30.6%。 じ万三三 \)~.t. .氏、

‘夫の就労形態別、に検討すると，失がβ家族従業を

-7~ 
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第S表失の職巣と住宅形態
、、

に ;に ;:J:lTEAl雪ベヱlh選|弘ー空|主管室除去野ltNA !:計苧♂ J

?プ日?2J;プ1??hゴ:jゴJi:| LJ:勺!ihたピ:己三ど;;;;;7:jji.jjjt;jjji|llI!:コ三ιk川:ユjムk;fにι:工口i;:
3」|65刊4布予寄

心ぞ

第7-1表/部 9屋数:ι:，

、、!，~
工 11室 12 室 le3室 11室15 室 16 室 17塗18室 19室以上IN:A・l''~十

家持従業ーFJ1 1.8 "1 9 12A-256125J 
家族従業ーpl2 1 6 I 3 ¥ 6 '1: 111181271351 3;81' . 7. 71' '11. 

自〆蛍業主| 1 ，2 '. ¥ 2 
自由業

その他 1" "1 
勤¥2181125164 1 ↓1《|め _F 1 •.. 6，31 v 25.01 ，. 37. 三18:
勤ιめ _p 1 f ¥ 1， 1匂 l"、H、司 r /; 

無 戦 |均 51181J42-464
!<， .1...." 20.51 29，01 22 119， ¥20 ¥ 2 . 1似

計
21 i16721 r2刈呼刈78 124 1 2_ :..y6~ 

第7表-2'夫の磁梁と部屋数，'j 第 B表子ども部屋

|151MlM同I~.A.I 計
おふiいBiii19414?|2f93例

自営業ぎド4tyJ16(118 1 11? 22.51 51. 
;宅争後半13f145tk|5jii51 122 
L~日 -y 司'，:;-、曹、 d 22， 

が叫L5J4El214， 1 41. 21 23 
u昨 |!?;;J11117J74712F
-'": ，¥)':， ， ，(" ;!4. 司、15.41. 9，71 0.71. 1001 
‘d ・ " 晶 町酔-- ‘ 

二、注l手RTZ職業主持哩書写;里倒 、、

の島町は他群に比べ占5部屋以上、のものが多い。

ζ子E也部屋>、;手E品部屋があるものは対象全体で

38:5%↓特fl助泌持E群」では子ども部屋のあったものが

71.4%と他群に比べ多い。J【"

⑥缶、経済状態〈第9表 )::.マ

|あった¥tiil.った¥_l'.~. J 計
家旋従業一FI15 121 58.31'. 136例

家政従業-P|7 119 1 l26 73.1 
自営業主14 14 l ， 18 50，0 
自由業113 11754811 131u 
その他1"，1， "1 2" : '1 ，.1 3 
劫φF¥ 9

〆 lZ2dl132ト， 7liOl 
勤めーP|571411 1 17 
緑川 1ノ職1241

'， <f81 ~'d 2: ""1倒 Ll .11 I:~: . ，:!~.- J 

計 F95514関 A44767438.51 61 れ 0:'51 100.0 
cαhi .Square=116..08 Si.抱z且凹ifi阻 Oc但0=0.000九c阻me:町r':、s V=0.28

勺 νλl

産後 1年間町経済状態が‘楽だつだ寺必ぷ~亡:古のは対象全体

で2幻1%百。 lブJ舟‘普通だ4句づy花三勺一7η2:9芦%証。 … 日
自営業従事者〆ルh プ宅は他群に比4経済状態が

_ 
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第9表産後の経済

千賀他:自営業婦人の産後の健康と生活

第10-2表育児'(昼間-2カ月目6;/>月).' 

|楽く|普通|何とふ|悦司プ計L

家族従業叶 164dノ17i : J ，2 、¥ C ¥36例

家族従業~pL 8~0.81_16 '11 11， 1お
自ー蛍業主115| 5 J l iJ8 37.51 62.51 1" べ4
県出来1'?2z:6U9"If .'11 

，131λ 
その他1 1 i川 1 ' 1，3 
勤め-:F16刈干 1"T 1 C ¥.32-: 
動 φヶ p1， ，，" 15 11 1 1 1 7 
無職|円9JU37542911fu

計<11九]町2141」6J6710F.91 5.31 0.81 100.0 
第10cl衰育児 f昼間一生後1カ月まで〉

|吋;41祖母|施設li|NA|計

家族従業-F126A171;」1 11 2136例72.21 16.71' 16，71 l' 2; 8 
家族従業-pliM1711i J 1 l f 
自営業主〆L6~.512h\ ' "'1，， "IIU 

1271134121112| 自由業 87. 
その他 |61714h14-fi|-r| 
勤め ー FI語1¥&5¥ LI f9払
勤め-p¥7U' ¥ |1cf ¥ 1 7 

r;_L( 

無 職 lti.61お|刻 lli1|1624 

|614|つつ ~jつ 6:;党咽計
80:11 8.ム 8.21'0.11. ，2.11' 0.8 J 、.、4

Cni Square= 157. 49 $ig出血can田=，O.OOAC問中e~，'s
V=0.20 、

「楽だった」古のが多い傾向にfあり'，'.r家放従業一F群」

""44:6%.， 'r自営業主群U'，:Z:37.5%'..r.家族従業ーF群」
.，...，3，0，.，8%，である。 ;:':_， i~ '~1.: ':!μ 

① 育児

く生後1年閣の主な保育者>'C第10表一1'-4)， 

、生後1カ河末、〈常勤者につも、ては産休明けまだ〉ま

7では，昼夜とも母親〈対象者)，'IJ'主な保育者である〈対

象企体→昼間80.1%.'夜間94.1%)'，:だが，-r家族従業斗

F群Jr家族従業，....p.群」でほ.狙慣が昼間の主な保育

者どである割合が他群に比べ多い。三「家族従業込書群J;:"

16:7%.勺 f家族従業，....p群」←11.5%;'， ，"司、 '.í_'~

生後2カ月から6;/>月末までの主な保脊者は昼夜老も

母親であるく対象全体ー昼間91.'1%.夜間97.3~百3 生後

げ|母唱+;吋施設
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無;職lti212;41|1lU111FM 
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日
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一
一
一
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一
肌
一
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Chi' Square='539.13 Significailce=O. 000 Cram町、
V"，O，34 

り L

1カ月間の頃と比較し産祷期間も経過U.母親が、育児を

してい矛ものが多い。工の時期になるよ.r勤め-F群」

では産後休暇も明け，子どもを昼蘭‘施設専に預けるも

のが341%となり，他群に比べ多いことが認めちれるL
自営業従事者グノレープでは，昼間，祖母が保有にあたっ

ている志のの率制減じ，母親が主今保育者てあるものの

率が前期に比べ多くなってしJるぶしカ‘ト夜間祖母が主

な保育者である割合が C家族従業 F群」も"ii.'l% 
と，他群のそれに比べ多い傾向を雰しでいる。

生鋒τ ヵ月から 12キ月末ま之の主なJ保育毛県l~: &号努と
も母親であるく対象全体ー昼間 91. 3~百，夜間 971•1 8%')0

一:9ー
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第10-4衰育児£夜間一2カ月._6;;毎月〉ぶ22-1

fr 両国53戸 ælMf~斗計
|搬従業ーF除去| |f lifilr|2m例

撒従業-E|:ii.2l h|;4U111.8| ド丸
自営業主 110U 1 1 I~ ， 1パ 18 

自:由業 11gU 1 1，' ぷ「寸玄
その他 |6171 1 J;:Ibisl rls 
誠治二 F，I認.6!?:jfk |5112 |:2132 

勤め-'.P 18U 1 1':占 ，1 I 7 

鮮 !職隙.612 l' 4οI礼 1:::11.1叫

刊計 己 「詳.4J3.414JV7!1112I6F7
.'Ch七-SQ.uare三99;，47，Signi自由也、e":::.'O.OOO.:;Crairier's
V =0.18ζ.  . '/ 

「勤めーF群jにおけ諸問の活設い保育なおれ前

期より明押しτい号。 J家族従業"'F溌」における夜間

の組母の保育は11.1%が前期と同tである。

ぐ就労中の育児時間>(潟11表)ぷ

対象勤労婦人全体で就労中円育児時現をJとったタ，声

の75例52.4%， 令とらなかった、もの35例24.5%0
持労中に育児時加をとった寺もわ!そ:/r自営業主詳J

6例75%と多く，次いで「自由業Jl8例58.1%f家族従

業~F群J 20例55，.6%，r勤めーF群J'17例53.1%。
め
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も
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常

聞

と
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時

を

'

'

児

問

芳

日

。

は

官

時

hM
い

で

の

児

。

叫

多

」

中

育
n
A
M

が

群

労

に

例

の

F

就

申

4
3
も

一

労

」

ミ

め

，

表

就

群

た

勤

H
h
H

h
p
i
っ，
f
l

第

一
か

f;人
)ι|とつJた!とえ仲IN・A・11十. I 

家族従業 Flm 614 | 1 136例 | 55.61 11.1 
家族従業 P111 42416 23119 126 1 
自営業主 |6';5.~1! 12.51 

1 'r 8 
1 75.01， 12 

自由 来1
18
"，関 ilJ929014 131 l 

そ rの 必1
2 : 1 1 

1 .. :， 
1 
3 

動め、 FlF 112 513 132 53.11 ，37. 
勤め F|1 13 13 |7 '，!、!.042.9 

計ー 1
;75

回 435M5133 lM310OZ 

いように就労しているものと推察される句ぜ，三就労中

の背児時間、をとらなかったものがいると考えられる。

<離乳食の準備>(第12表〉
対象全体で離乳食を五大体自分で作4た、ものは46.8

9百， 、適宜自分で作ったり市販品を利用した、むの50'，7
%. ミ大体市販品を利用した、もの1.2%。

ミ大体自分で作ったミむのほ"r勤め:-P群」で 71.4

Zと他群に比べ高い。次いで「家族従業-P群:j65.5% 
「自営業主群J-62.5%であ君。
ミ市販品の利用、が比較的多かったのは「無職群」で

54.5% (市販品がー1.1%，自分でる首販品-53.4)，次

いで「自由業群J-48.4%， r勤めーF群」 1-46.9%で
ある。

「勤めーF群」では，離乳食をミ大体自分で作った、

ものが37.5%と他群に比べがな<，市販品の利用やその

他の手段により離乳食を準備していたものが62:5%であ

る。

他の属性別にミ出生順位、おJ:ぴミ家族形態ミと離乳

食の準備について検討しがか，差異は齢制な車内ったよ

第12表離乳食の準備
、

ιv 、、=干ρ¥

|県神阪43;|そら他!N.A.!計:

家族従業ーFlm |1 114 1 ¥/ 
i 13柵55.61 2.81 38:9 

家 族従業叶弘J 1 ~11122 34;，6 
自営業主 1-~2.5/

. 
/ F51 ，1. 1 

8 

自ー由業|li16| 11~8:4/ 
'. 

1 l' 48 
引の他ligo.ol l' / 

. 
/ 

勤めー F/宅7511tM38139・41262132
仙一 p

1 Jl~~lc_: __ J 
r j、 1'1<1 7 

無 職12弘 clYl.l/~.~~3.J :o.d 20.31624 
計 /3弘4914mio7lhlM7fL党

Chi Square= 157. 49 Significance=O~:OOιÒiånîërs 
V=0.20 、 ふ

とに、，

<乳児健診の回数〉泳〈第13表〉 、日

♂子どもが 1歳になるまでに乳児検診を;6回以上受月た

ものは，対象全体では66.5%0.各群別にみ畠七. [家族

従業+:E群J~88. 5%，，' : r自由業群jー71':0%，.J無職

群J67，.，5%，r自蛍業主群:j-62:5%;も「家族従来，-F
群J6，1:1%である。受診回数が呂田以土であったものの

比率の順位は，前記の順位と同じであり;.，'r家族従業-

cli{ Sqtiã'~e~23:\68 
. 
Signiflcance=O. 023、αame内

P群」の50~抑止8回以上受診している。

J官罪広34:ひY 山 1¥: 心 「勤め庁.，p群Jの7例中邑例は5周以下の受診回数で

-10ー
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第13表乳児健診回数 一 一ー.--，、、>，;:::，、

1 1. I回:12"回、1$ 回|ノ 4\'.~回/: 5 回 16 回，17 i目 18 回 19回以上IN・A.I計

家族従業平| 1315141591141214!36例
! i l' . :111. 11 '.13.91 . 2.81 33.3 

家族従業-1'1 | 5 1 5 1 5 1 830.81，|お19.2 ‘ 19.21 19'.'21 30. 

自営業主| |{=!?l、 ils  ，、、白

自由業 | !?161119290161141 

その他| 1 .'.')i' 1 e 1 

勤め一宇r 1161l:416 卜2132
:，' 1 18.81 12.51 18.81' 6.3 

勤め -p1 1 13 42  11 1 1 ' 11 1:' 1 1 17， ，42.91 28.61 1 1 1 包三

無職16117 ¥36 ， :-155 179|お C195l112F29110|臼4
!: 1 ': .J5. 21 17:91 20.7 

言十 170Jn344457165851101 13496 刈~1民315p d dl砧山|11tFioA 
第14表就労開始時 期

出-f:門戸ど伴ijjj;~
自詑;|:11119ド

'!' .'、

::k'LGhi Sqüa均=63:98'事igni.fi~a~_ce=_O.OO_O . Gramer's _ _v = O~34 

(85.7%).他群に比べ受診回数が少な前傾向を示したν あったL各群聞に差異は認められなかfった。~ 戸、1

またよ、 f勤めアナF群」においても受診回数 5 回以下が43.8 ま花;~: ;-，:::'交の就労形態別、にむ検討したが差異は認め

%.，:; s，回以上が50%，t:.他群に比べ受診回数が少ない傾 島れなか乃た話 ♂ 、i 寸，..;川 ι:.Cν

向にある。.:.' 2)母親の就労状態 v い 札、，;-:_.'"J 

なお，調査対象機関の愛背病院で成、出生後6年間定 ①就労開始時期〈産後仕事を始めた時期》弓C第1綴〉

期的に乳幼児の保健指導走行っているtょっ宅i:::他施設

分挽の~fþ):t:ベ手μ且健診回数が話帳い傾向にある。ご己

び他の属性と:L-_て‘出生順位ミと健診回数について検討

した結果，、三7回以上の健診回数、 fl:J第1子:]，で71;3

%. r第2子J-36.8%. r第弘子J:，，-19;2%であるぶ

「第 1子Jと他群を比べると.r第 1子」ほ:1:健診回数が

多い傾向が認められた。 〆 口

¥' . ~くく失の協カ>'ぞ

育児をするにあたり夫の理解や協力が得1られたかb立つ

炉てJl:;;対象全体で《充分に得られたミ ~40.3%.:: ‘ま

己矛産後6週間以内砲に仕事を始めた也のは，対象勤労

婦?入金体で50例35;0%である。、各群別にみrると.;r家族

従業ーF群」ー18制50%. i自営業主群J-4例.0%，::

':r自由業群J15例48.4%. í家放従業~p群J .1例26.9
%;~ r勤め-F群U4訓12:5%である。 吋 川 12.【

産後4週間以内に仕事を始めたものは;'.，'f:自営東主群」

'+-37.脱 .'.J家族従業ーF群j...，.30.6%.，T家投従業'--P

群j←ー23%である。 ド ぷト 1で川

自営業従事者グループでは〉産後の就労開始て産後百

週間以内ヲが「勤め~F群J および「勤めιp樹、に比

あまあ得ちれた、:-，-:49':8%旬 、たりなかった、 8.7%で 明早いものが多いことが認められた。一!、，(":1'¥'. (む占市

-'11ー
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第15表 1日の就労時間
， ， ρ 、

，勺}一 :;""_'0;λ  

J f:|会際器|後山 61 7 ~ 8 1 ，~ ~ 10~1 立時 ~I その他 1-N品， 1 計

会議従業 121 lu c14 1 14 111 -'-F、 、 イ '1 .，' .36.11 !. '11.11 11. 1
36例~

議 112J5J2r|家 従業-pf;i Z6. い叩. υ" |勾
F‘、、、

自ど 営 業 主 | lsuJ122501 
.' ー_， " 

由、 白 業 lP4J711
日 54':81 [.，22.6 

そりの 他| 1，2 6d  

動じめ 、F 1 7 16 7n 9| 
.L- " .1: i ':: .~: J ♂.3! 1 71. 

勤、めー 'P 1 2 28.61 1 14.31 |ど 1"1 、
28.61 14. 。 .E~:

UJE十 ii;l33tl叙 ~132 22.41 4 2.8/ 2. 1.l'6 
~ .1." 23;11 <: .，25. 91 22.41 2.81 1. 

:il' 29ζ31凶4.21 20.31 100.0% 
l lph1号qpare-?locoI匂E-tHEaaeezOfioωCramer'sV"0.44 

第16衰産後の11<，常

ι 、、
ι f、

• ~ .，、

F 保管室怖盤倒産祷熱 1~L腺炎|霊平霊|鶴霊|その他蜘あり|異常なじ| 計

家族:従業-F 1J 1 1 7 1 1 :  7129 "/ ，?，6例1MlJ|  

家族従来一P 1 ('2 / ." ， -1 2'" T 1 12?122 ， 23，1 

自営 日業 主 L? 1 ' I ' 11 - su.515isi 

自 125131-
19.41 1.. ，'， 

そ の 他J， l'ィ| "'11' 1 
唱、

勤め rF!? 128131 

勤め ー ト 1) |内 316!? 14.31 q 

無 ，'，'松|繁 128， • 1 4 " 119 1，5. 1 M 146ぉl78 '1624 
l
計

l己
147' 132 '1 4 l宮1I5 L116|必 t

• ': ('， 1/ι :，::r;I-，'、.;，，-，，1 国ヨ2'71?'?~ '71; 3問7ioo'71;'3b2 100:0% 

労働基準法り適用を受ける「勤め-F群Jの就労開始

は~:"L":;'1.~;8 遇、:n例34:4%，‘ 9~10遇、 8例25%.

‘10週以降ー 5例15_6%である。 、6週間以内考に就労

を開始したものが4例12.5%ある。 d 九 、、: 内

ふ@1ι品目時就労時間て第15表3
次世担問就労時間がどう 7y:8時間、のものは.:~ :T勤め-

E群Jにおい:(.23倒n、;-'，9%と他群に比べ多いことが認め

られた~'H.'-- i日 J
ご、ー

η就労時間Iが't-4時間未満、のJjの.J;I';':， r自由来群J17 

例54.8%"r家族従業"""P群J'12例46;2%である。これ

lら"2i群はt【就労形態上短時間労働のものが多い。

<.[ ¥6持聞以内もとを就労1刊でみると r自由業群j，i"-24

例77.4%で他群に比べ多い傾向を示す。 r家主町従業""P

群tJi;;:17，例目5";_¥.i1J訟である。?

「家族従巣..，.，F群」では，就労時閥抗ミ 4~6時間ミ

のものが15例41.7%，\‘に_7~，.8 時間当 4例11.1%， 今 9

時間以上、 5例13%であるド、:、 可 tvに ふ~'，'日〉

ハ::r家族従業-P群」では;〆会4時間未満いの就労の1.

のが自営業従事者グJノレープの中で多ぜずこ主治討認 J砂らτfL
た。 、-，子、、じ"

@作業姿勢 、 lムノ ム ι ，.;:，

対象勤労婦人全体の作業姿勢成、泣沿わり座4おりミ

50例34%. ミ座っt‘ 36例25%-;浮立ち~ :25例18鉱 各 群

闘に著明な義典は認められなかったLだが r自由業群」

においで‘座、って、の望号勢のものが17-例54%ぶ、他群に

比べ多い傾向を示Lた0" ，~寸コ(; .::j(~ . :: • 

、3)'母親の健康 ヘト!ゴ:<)';; ~_-'i 叩づ

①産後の異常〈第16表〉 入、川 ι に '~\H

ミ産後，呉常があったミものは，対象企徐で1'14'例I22.7

%である。各群に差異は認められなか、っti.。、 t.~S :R'u 

異常は， 骨子宮復古不金、延7例6.1%':ゐ胎盤法務、宮2

例 4~2-%. マL腺炎、 21例 3%:i;~j妊娠中掠症後遺症勺 16

- 12ー



第1-7表産栂2カ月却の児の栄養方法と月経帯聞の時期

千'11<他7自営業婦入の産後の健康と生活

、一、

12'鳥類3 カ月 -1 5 カ月 ..<:17 カ月~I日月-1山月 :..:1 '13'"，刃 115カ月 1'i7テJ月INA.| 計
61472 山 59 151，' 132 1 7 1 1 1 3 1'11 邸、

母 手L1417.54.3 c: 〆
32.3 1 27..91. 14.31 ，12.41 . ，7.81 1.71 0.21. 0.71 2.71 ，10悩

I SI 15r  混 合 25.21. ，39.6 、 Jυ
64，8 1， 23.51>， 5.01' 2.31 . 1.01 '. 1;31 ，，0.31" い 1071.' ，'. 100% 

人工 2751剖1、1r732.7 4 1 
付 1

3 露出f
【

84.6 1 ，7;71，" 1.9 5.S 

計「631? に5;JT5 FBY J11 231:sJ{|叩
0，31/ ; O. 21.91 '27.91" 25;，41.' 10.1 7. 港.71 ，1;5 

Chi Square= 143.05 Signific拍 ce::::O..OOQ"Cramer's V =0:31 ι バ 九 三 L

例2.1%.金その他ー 49例6.，4%';"'~'~の他の異常砲の内容 りに他群に比ベ九できながったーものがやや多ド傾向が

は，月経不順・貧血・アレルギー性疾患・胃腸の疾患・

痔などである。

なお，産祷期におこりやすい異常を参考までに回答欄

の下に記載し，調査対象者に産後の異常の状態を記入さ

せるよ阜市主じた。

②月経蒋開の時期 E第17表〉

月経再開の時期は母乳の分泌と関連があるので，児の

栄養方法別〈生後3カ月末までの栄養方法〉に月経再開

の時期を検討した。

「母乳群:J'における月i経再開の時期比 ‘産祷2カ月

末の閥均 61例14.8. 吟 3刻月品4カ月末の問、 72例17.5

%で， ‘産縛4カ月末の間匂に月経再開をみたものは

32 ， 3%:であ'.Q:~ ':-ム l

F人工乳群1、では，、‘産祷2海月末の閑.27例51. 9~正

3カ月"-"";:4カ月末の問ぶL7例32:7-%であるゆ ‘産祷4カ

月末の間警に月経があった志のは8k6%J.¥"(; 

F混合群」では.'・産祷岳カ月末回悶匂 75例25:2%.

‘ 3 カ月 -4 カ月末の問ー 118例 39..6~主であるa ミ産祷 4

カ月末の問、に月経があったものは64;8%，。 ρ 九

児の栄養方法が弘人工乳電 ゐ混合場であった母親の月

経再開時期は， ‘母乳母のそれに比べ早いものが多いこ

とが認められた。

‘産事事12カ月宋‘までには「母乳群J94.7%. T人工

乳群j'94.2匁「混合群j96.6%が月経持聞をみ宅いる。

たっau 
h叫

刷れ
h
h
v
 

め認キ
&奥差

是
』
倹丈

4・vtお
意

に
注

別

の
態

事

形

食
鵬

@

産後の食事の注意に刃いては対象企体で‘ふだんとか

わらなかった‘ 369例48.1%‘気をつけた匂 3121例40.1%

a気をつけようと思ったがだきなかった‘ 78例10._29百。

各群聞において差異は認められなかった。だが‘気を

つけよう、ど思ったができ、なかった~-''t_回答したものが，

T勤め-F群J15:6%. J家族従業'...::.p群J15.4 %あ

ある"

4)子どもの発逮ど健康、

①!児の性別と出生順位〆 J

児の性別は男児387-例50.5%女児380例49:5%~' 出昼
順位は，第1子-407，例53..1%;第2子-'-304例39.(6%... 

第3 子-52例 6.8%; 、第達子~2例，第5子~1例;第

6子一1例。、

児の性別および出生J順位について各群問民差異怯認め

られながつだ。

②新生児期の異常・病気〈第18'表)

新生児期に異常や病気があったと回答したものは対象

第18衰新生児期の異常・病気

山伝幹a同吋計
家族 僻 ザ ロ 1 1 12 ifs 

候群業flF 1 11 1 1 1u r与.~ ぃ‘ H

自 営 業 主1， ，1， 1 ， 1 ，T I出
自i由業lsil l l llt!日

ミの他1 1 1 1 I、:|似

勤めー F1 ，'，. 1 ， l' ，....11 11(~~1 

職1s1「1|1|2l「r「岬
十 1

10r .1

1 

，1

2

， 1や:J713
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全体で7宮例10.3%。その内容は偽賞痘場 26例3.4%，ミ仮 ";'Lふいそが結果'r勤労者群Jにおいて込消化器系疾患匂

死、 lR例l. $~l事原因線、TF 例，どけい才モル村 :1 例:てを n..---寺、おミし有児杭多L1傾向がある。ま車両群7Pはも呼吸器
ρ他￥ 40j切でおうた。 、 .: '-:;i'. 系疾患匂をおjEした児島やや多い煉向がある。

「自由業群」においてこの時期に異常があったもの4 (l)世帯椛成別 ;:.-n 8 、l

謝料明1(仮死ご掛答L44る。fr品業組問 、包帯構成}こ汗吋K11T「語家副:と「芋世代家放」り

けるも仮死、の率が他群に比ベ高い傾向がある。 世帯に別けて罷患状態を検討:l..た。 2

ぷ③i'd生後Vi月から12カ月章二r:o:>_徳息状態〈第19表) 、‘消ィt器系疾:.~..~をおこしだむのが「核家族」にやや

この域白内に対ゑ児全体の482例62.8%が権息してい 多い傾向を示Jしたが有意性はない.、 l己な

るいJ各群問時限忠率の差異は認められなかった。 ゐLCC ・へIt.??~アなどの異常母F は「三世代家族」に

‘風邪詰主89例60%. ‘呼吸器系疾患ー肺炎l'気管受 l やヰゴ多い傾向を示した2計会皮膚浜急ーも「三世代家族J

炎ψ25例5.2.9百，ー消化器系疾患ー:~痢r_"曜吐な1';;.61例 21こやや多#みられお有意性ぱなし、。 υ

12.7%. ‘皮膚疾患ー湿疹・腹茄疹など、 42例 8.，(%;，-/ ，_"y，⑫ロ'印誕順位別 j山 .)jj旧日!パ， .'.'~ 小山尚 1υ

A伝染怯疾患ャ突発疹などタ 246例会5l~ぜ，メ耳J軒眼科渓 ド出生順位別収提息状態全検討じたが差異は認めちれな

息勺 35例7.3%. 勺:rJ}{". 3例0.6%. ‘LCC ・ ~1_Be.

アなど、 13例2.7%. 。その例記照的2認%o:~. 己弓二 F ト

く擢患病名または症状別検討>:罷患符関ι宮は⑦

対象唱え~('母親}、の就労形態別日@枇噴構成別山⑫出生順

位思JφJ貫性向7nいfて検討じた0.1;(:::';''¥'-，ば f 1 ::'8 ， 

:~<í?，::\.:、対象者f 正母親ぬの就労形態別乙れ 6.~ :.:':27; 

前掲の8群の就労形態別では，権患病名毎日罷忠率の

皇室異fj:認めGhな司、ヲた。-，'，羽刊1い:μり…"、i川1Hlシη1

そこで，就労対象者間における児の寵患民っし三て検討

第19表生後ー年間が羅患病名語、だな崖状に

じト C消化器系疾，串)':''，S;じパ ; .~; ¥ i 

l樫.，'車"じ腕。たl詰計三、

自覚、業群 J' ，r，l;，市 69"1 70 
動労者1群¥ ' 6' ，¥ ，.， .、 33'，¥ 39 

:(Chr Sqmite'= 5. 96 Signi自canぬ"，，0.000<fra)'l，.，r戸、v
à':TP.~3 

12家 族 I ! 5: I 前 IH的s
i，世代家族 I '9 1 182 1 191 

， (LCC・ヘル3 アなど) ，-.，、 7

i:出会21:|}zl;21 
8hir Square戸4.33 ，Signi自由nce=札000.Cramer's V. 

; =0.08 工"

!説、， "--， ，(膿溺疹など皮膚疾患〉

I :核 j家 族 I 26 I ' 5必 r'568' I 
三宮び世代家族 i' 15'T'176.¥ 191 I 

. .(~号発疹など伝染性疾患〉
刊百¥οむ (l'，j t J: rぷ l 
第 -子 I 147 I : 260 上 07，:

乞皇子 ;の~他 I -， 97 ¥ぷ 263 ¥ 360 

':~'Chi Squa四~6. 99'， Si~血邑cance=û.OOO Crani.er's平

日=.0.09:'ー←-

カBアつま::'o¥;:':.'ワー 三 " ーム "、ー ， ，ご

そこで出生順位を「第 1子」と「第2子以降」の2君事

民別け主検討ιたa是の結果.，.年長の子宮もがいるcr，第
2予以降の群ょっせは丹伝染性疾患勺¥;fこ擁息じた児ボ「第

l子群」に比べ多い傾向を示た。 ‘啄吸器系里見，w.".'，、も

「第2子以降の群」におい-cやや会h傾向を示ιたが有

意性は認めちれなかった。行、心 I 日':~; t，j 

，:，，@)¥.生後3先月聞の栄養方法 ! ♂ノ 川、ぃ Jに

く栄縫方法>(第20-1表〉

Ll生後3カ月末までの栄養方法は，、対象全体ではそ母乳、

ι412例53.7%.，，'混合.，298例38.9%β?人エザ 52例6:8

%であるb いャ (':バ

発母乳母は r家族従業-p群」で18例69.2%と多く

次I，J Yi古川無職群才 5.5.~8%.ぜ C自由業群J'54:，8%:である。

、‘混合:.はρF動的7iF.群Jで23側71:9%.次い官.r勤

出~p群J 57.1%'"お苔。栄養方法在tf母乳母τ内混合句、

‘木工芸々 の 3群に別けt各群聞を検討じたが心顕著な有

t議20-1菱、'g;必l均前お栄選元詰:、 、

ν 、|母乳l人工|混」合II:<:竺41J¥計:、

家涙従来'~F p;V.21 ¥1¥1、14iiL91
1ニ巾

家放従業tP
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519.21
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第20-2表人ヱ乳を与~た時期 i." 。‘ι‘に、、 J、

〆 二品盟主竺j日 !31Jゐ ι ド 5卜6:'ト 71-8 19週明 N.I¥・|計

家族従業叶 1 J 6 ' J 2: ，-: ¥ L， 1.:.， ¥ 晶 | 12121ijp 

第20-3表、人工乳を与えた理由

|憩t!?2陸入車|告の倒N.U¥、計

家族従業ーF\1~ 13 ，¥ 12 ¥ ¥'1捌72.2、 ο.，・

自由業|11841 \"，，2二 ~+'~'.j 、:\ ~4 

その 他Uo.olI_ I _ 1 _ 1，_ ¥ 2 
h L1154lh71124 
勤め -P I 60. 34111i 持is5「|| 
無職E背5A1112~126-11 

計 fiiJltJ1:JUjos!?;01 
Chi $quare= 118.71 Significahce=O.'OOO C四mer's
V.=0.34 
第20-4表。白人工乳を与える時に相談した人

:|、;;:lL1ドHH号171
¥ 

意義は認められなかった。だが i家族食業..，.P群」と

「勤め-F群」と実比稼Lた結果" J家族従梁士雪群卸」

でf似ま‘母乳守?九栄義手併再主丸iバ1り
e庁毎混合栄務払尋のも明!釣7傾向がある?とが認伶(だ

た。(ChiSquare= 14.. 07， ~，ign~fica.nce干O.000 Cramer's 
V~O.50). 日

くよエ乳を与えた時期>(第20で2表h 第1図〉
人工乳を与えた時期〈人工乳を与えた350例につhτコ
は対象i会体宍は‘生後 1週間以閥、 0~~申!1142f，
‘2週間命、.108例30.9%.令，3週間台句 52例14.9%.
ぺ週閉台~.61例17..4%. であ卒。バ生後 2適向台に人工
乳を与えたものが多い。、 ! 、 '，; 

したがって，生後4週間以内に人有限与えた売の以

261例。人工乳を与えたもののうち74.6%は生後4週間

以内早人王乳を与えている。 υ・ ，

生後4週簡におし月て時L栄童話、であヂたι供時498名

|自分で| 夫 .1霊童|姉妹闘病院1保健所|電話相談トその他 lN-AJ|:計 4

家族従 業-F ドu
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自i，• ~蛍:業 ε 淳一ε\ 2 
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とが認められた。当群では.人エ乳を与えた理由が・仕

事のため、と就労上の理由によるものが多い。人工乳を

与えた時期は， ‘4週間以内恥13例54.2%で他群に比べ

少ない傾向を示している。また，産後休暇が終る6週末

以内でも16例66.7%で他群に比べ少ない傾向を示じでい

る午

次に属性をー出生順位、と金家族形態勺にとり，栄養

方法に差があるか検討した。

‘出生順位、については r第 1子群」と「第2子以

降の群Jの包群に別けた。金母乳、は「第1子群」で235

例57.7%.、「第2子以降の群」で177例49.2%.r.第2手

以降の群Jでは‘母乳、のものが対照群のそれに比べや

や少ない傾向にある。人工乳を与えた理由については，

2群聞に差異は認められず‘母乳が出なし」ものが多か

った〈第l子群ー78.2%.対象群-82.2%)。 ご、引
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94.9%である。生後8週間においての母乳栄養は.443 

例56.5%生後3カ月末での1それは4i2例53.切であるJ
人妻子?を与えた時期について告群ゆ?者明な差異は認

められなか己た。

くλ工乳を与えた理由>C第~ò2:ij島〉
人工弘毛与えたもの}のその理由i立‘母乳がでないた

め、 281例80:3%.、仕事のため..19例5.4~五，ー本人〈母
親:;め館燥のためλ4例連fozkであふ

「勤め-F群」では人工乳を与えた理由として‘仕事

のため勺としたものがl.i例45.8%で，他群に比べこの理

由によるも、のがg;(、傾向が認められた。

く火工乳を与足る時に相談した人>c第20-4表〉

オゑぷ俸をは.令自主だ決らt:.140例40%~ 金会育

病院(出産施設)， fと相談した勺 '127例36.3%. ゐ実母ま

たは義母に相談した、 45例13.0%である。各群間に差異

は認められなか》たじ

母手L栄養の金主会ば前記の通りで徐々に低下1...生後

3カ月末では53.7%。人工乳を与えた時期ほ生後2週間

告に与王事むのが多い30.9%ピ101I/3肌この時期は退

院したばかりの過である。人工乳を与えた時の判断は

‘母親自身ぜ決めたf40.Ó%，，~'~Ji愛育病院に相談した、

36.6%で，やや‘母親自身で決めた句ものが多い。そし

て人王乳を与えた時の理由の多くは‘母乳がでない‘

こと8Q，3%であった。

「家族従業-p群Jでは，生後3カ月末までの栄養法

が令官耳乳.であったものが18例69.2%と他群に比べ多い

傾向を示し. r勤めーF群」と比較すると奇母乳、が多

いことが認められた。だヂ，人工乳を与えた8例中て仰

は生後3週間以内に与えており，他群の同期聞のそれに

比べ多い傾向を示している。

「勤め土ーF群」では，生後3カ月末までに人工乳を与

えたもゑ24例75(.百で他群院比べ多い傾向を示している。

また f家族従業，....P.群」と比較すると‘混合、が多いこ
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"f;~置他:自営業婦人の産後の健康と生活

‘家族形態別、にやい1栄養方法の鋒知事認め1られな

かった。
" 

@生後約1年間の発達〈第2図 ) 、、

生後約 1年間の発達を‘就労形態別匂ミ出生順位、‘家

族形態匂 令部屋数ー ‘子ど高部屋φ有無喝の属性別に検

討した。 〆3

くおすわり:> • '; 

対象全体のおすわりの生後 9 カ月の通過率は57~4%i

T 中月一"89. ， 0%; 、8 カ月~95;2%。属性別に検討したが

差異は認めちれなJかフた。

くつかまり立ち:>(第21表2

対象全体の生後8カ月の通過率は42.0%，.'9カ月-

65.2%， ，10カ丹-87.1%，'.11カ月一95.3%。

「自蛍業主群」およびo.r勤め- p群」、のつかまりヰの

生後8カ月の通過2容は，各々 75%，71，4%で他群の同時

期の通過率に比べ高い傾向が認められた。、

「家族従業ーF税jにおいてはえ 9カ月までの通過率

は他群と差異はないが， 10カ月の通過率が73.1%，ミHカ

月::-.88.5%，12:b月ァ92;3%、とi他群に比べやや通過率が

低い傾向にある。 、 . 

その他の属性ドおい差異は認められなかった。

く歩行>

対象全体の歩行の通過率は，生後12カ月-65.1%;.13 

カ月79.9%.，14カ月-92.7%，.15カ月-96.9%である。

その他の属性において義異は認められなかった。

<発議:> .， 

対象全体の発語の通過率は，生後11カ月一53.3%，生

後12カ月一78..49百，生後16カ月-.91.5%である。その他

の属性において差異は認められなかったぶ日目 } 

第21表つがまり立ち一通過率

|り月|7 519|10鼠
家族従業叶 2561is9弘512i3913L1

家族従業叶 2 5A105114J19 もE7.71 19;21 38.51' 5.81 73.1 

自蛍業主¥ ~5.0 :7・ 5L~5. oI Jgo.o\
自由業 |

8 142112064 28 30 
25.8 45.21. 64，5、90.0 96;8 

その他 ¥ ~3.3\ ~6.7 11|  

刊し官主動 P1 25
めー |1431n6 1 

無職|引吟 3¥25

計 lsi311も1¥3せ2.0¥鳴ずも Ph3
Chi Square=139. 92 Significance=O，'OOOSC:ra'mer's 
v=o， 16，¥ 
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、N ま/とめr

就労形態群別に「産後の生活と健康について」の特徴

など概括する。

く家族従業フルタイム群，パート主イム群>、

.両群に共通している特徴

@三世代家族世帯が， バ戸ト群 50%' フノレタァてム群

44.4%。世帯員5人以上がιパート群53...8%. フルタイ

ム群41.'6;百七他群に比べ世帯のサイズが大きい傾向を

示している。部農数は， 5部屋以上対/'戸ト群34.6%;

フノレタチム30..653，正と他群に比や部震数の多い傾向}があ

る。 じかい 手ど，も部屋のあったものはフルタイム群

41.7%，、パート群26..9%:e';子ども部屋があった割合は

他群に比べ多くはない。これは部屋数が多くよも世帯員

数が多いので子ども部屋がとりにくいものと推察する。

②経済状態は楽だ、ったe'!!f'が他群貯比〆多い傾向がある

fフ作"d;b.群44;.4%.パでト群30.8%)。③夫婦の学

歴が高卒の~ものが他者害時鳥ベ多い傾向がある、〈母親'[.>学

歴ーフノレタイム群55，β959パート群46.2%).@)生後3

カ月間の栄養方法が母乳栄養であったも、のが・ 1勤め群に

比べ~，，~ (フルタイ A群47.2%，バト群69..2%)

'.'家放従業ヲノレタイム群 J 、

①生後2 カ月ャ12声月聞の夜間φ育児*，lJl.母が行っ~

いるものが11;1%ありl他群戸体パ高率であ、る。②離乳食

の準備は，庖分で作女た、ものが55..6%色比較的多刊。@

就労開始時期が産後2~4週間以内であったもの30.6%

ιρ比較的産後早い時期から仕事を始めたものの創合い

が、自蛍業主に次いで高い。@ー自の就労時間対問時間以

上伶ものが13;9%あり，他群に均ベ就労持聞の長h、(もの

の割合が高し、。 、 l 、、、

家族従業フルタイ〈ム群では，母親り就労時聞が勤めー

て片手4キ群と同様に比較的長いが， ι母乳栄養率・離乳

食ρ手づ《りなどの割合いが高い。、

この三とはぷ母親の努力もさることながら就労場所と

住告が近接しているものが多いこと，また三世代家族"

世帯員数が多いことによ q手助けが得られ昂 ζ 七、ミtl.
で自営業という仕事がち時間を比較的自由民調節できる

ことなどの理由によるものと考えられる。しかし眠、夜間

の保育に祖母があたっているもの，、就労時聞が 9時聞を

越えるものもあり，他群に比ナミ就労状態が書びj.;-~::-母親

がい浄ことはhなめないb 、日 γ ""'1¥ '(1 

・家族従業パート群 。 人 バ 勺ぷil りお-;() 

@母乳栄養69.2%と他群に比Lて高率である.③離乳

食の手づくりも比較的多い(65.4%λ@乳児健診同数司

回以上のもの69.2%と他群と比べ高率である。 a ，rl土l
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パート群は，家族従業フルタイム静こ民ベ平安時貯が

短かく，またフルタイム同様に家族の手助けも得られる

こともあり/.~育児時簡がとり平』すいと考えられる。家族

従業フルタイム群に比べゆとりをもって育児にあたるこ

とができると推察される。，，'/ 、A 久

く自営業主群>

②世帯のゆイdはがさい〈核家放;75:'0%)~' ②夫婦の

学歴は商い傾向を示している〈母穎ー短大卒以上7S5%s'う。
@産後 1年聞の育児は母親が仔ぅ宅お唱，就労中め育児

時間を:正ったもの75%であるよ ， '.， ，{¥ .'; :;'; ;:. ，. '. 

自常業主はf時間の配分などを本入め怠誌で決めるこ

主がうききるめで， 自営業に従事Gてνイ<i他の母親〈調査

対象〉に比べ仕事と育児のバーラ、γ何若主手にコ :.I'~トロ」
Jレιでいるこをが、うががえる。':_:，)}"，>'シ L

〈自由業群》い h 

>@核家族87，1%正家族数宮入58:1%と対象群問め尚'I:

議も世帯めザイ:，0;tiが〉トさい。 J②母親り年齢が30歳以下の

むの67，1%占f他群比比A年齢が若t¥麿が多い傾向を示

Liぃ否。，SS淀婦の学歴が短大半島I土ぬもわが多< (短

大卒以Ji， '夫長9O.3%. *~93.'5%);" 他群に比引高学歴
のもの泳'多い傾向を示じてトミ;;~;>対象者て安) fi/専門

的知識や技術をいかした職業に従事じているの吃:必然

的に高学歴のものが多引の宅あ為ラジ@就労開始時期が

6週以内甘あったむめは話;-5%巧f自営業従事者グルー

プと同様に勤労者、Fソレーフ・に比司比較的牟い時期から就

労しでいる。@児の栄養法が母乳であったもの54.，8%，に

混合'45，2%と比較的母乳栄養率は高い。じか G.混合栄

養のものがλ主乳を与えた時期をみるとt生後4遊間以

内のもの7例7L4;宮古，、家主主従業パート群に次いで比較

的早い時期から与えたものが多い。⑥離乳食を自分で作

ったもの51>6%.:.'柏原品とめ併用48.:4%で，勤めーヲノレ

タイム群に次いで，自分rで作Lったものの割合が少ないよ

自由来群の就労時聞は他的日ート群と同様に比較的短

時閉めも、めが4与が、正よみて育児などの生活時間にゆとり

があ高差考ーえられるがJ核象族世帯が多く家族の協力に

も限界があること.'また央婦が高学歴・若年であること

によるのか背児な主にみら説高生活A ターγが他群とは

異なる。;，デ ι 、J、ふご

〈勤めう iし多認可~;:バ己主トタ:.rム群>、

川両群bと共通Uてが活特徴

①核家族世帯 (F群68目 8%..P群7h4%)・家族数4大

(F群65;6%.，p群71.4%)と，世帯のサイズが比較的

ぶ道私。内②母親b昔話手齢五:tSo歳政誌のもめくF群62，5%.

F群ヤi丸%)'.~が;r 他群比比火星るい。③央婦の学歴が短大

以上のもめが多、主高学歴のもめが~V、(短大卒以上;，-:~

F群75%;':P群ずI:4%)@児の栄養方法は，混合栄袈と

人工乳を合わせると. F群:77.4%. P群83.4%であり，、

他群に比べ人工乳を与えたものの割合が多'-"'o
・勤めーフル正ィム群: 、 、

ト①就労開始時期が7週以降のもの75%.就労時間は 7

-8時間71.9%であり，労働基準法上からも当然の結果

である。しかし，産後6週間以内に就労したものが15，6

%あった。(参考・労働省、「女子保護突施状況調査昭和

53年にまると，、 1人平均産後休業日数は48，3自=6.9過

である〉②児の栄養方法は，混合7L9%・λ主乳 3.1%

で人工乳を与えた割合は他群に比べ多い正入工乳を与え

た時期別につト宅みると. '4趨間以内5益2%-で..kI.乳

を与えた同時期の他群に比ベその割合は最も低い，③離

乳食は6 自分で作ったもの37;5%・市販品との併用46.8

%である己自分で作った唱のの割合いは他群に比え沙

い。@昼間の育児は，生後 1.'"河までは母親が主である

(78.1%)。生後2カ月"-6カ凋聞は施設等幻';;:5%，;祖

母25%.母親15.6%.母親t祖母15.6%。ι生後干カ苅~

i-2'カ月聞は，施設等56:3%ジ祖r母2L9%.母親6Ta%>

母親と祖母 9.4%.。他群に比べ施設保育のものが多い。

また，祖母のいる三世代家族問例3L3%では，生後2カ

月以降の育児をほとんど祖母が担っているといるで過言

ではないジまた，母親が休業あるいは短時間就労にまつ

で生後4年闘の育児を行っ;f;~、海 Z 追も推察、できる。1 ⑤

就労中の育児時聞の取得率は53.1%であるるよっえよ育

児時聞をとらなかったものと N.Aの合計は 15例46~9%
である~ ;.;:のうち迂年間外巣 Lたもの3例・短時間就

労6例の合計9例1-除<6例が宥児時間を取得できなか

ったことになる。、育児休業おJoび短時間就労のものを，

育児時間が実質的に取得できたとι育児時聞の取得率に

加算してよドものが諸論も多く疑問7である。一応，この

群み32例品26例81..3幼土;育児時間み取海できるかあ石

げま討課・ l鐙時関税労:tA可能主与q売故にデノレ主イホ向

性曹を継続することがすきたともいえ井う。ゆ児ゆ生後

一年聞の権患状態は，消化器系おkぴ呼吸器系の羅患率

が他群に比べ高い傾向を示じた泣消化器疾患率を家放従

業 Cフルタノイ A~トHードタイ中》、群に比ベ勤めフノレタ汗

ム群では有意に高い。 、ぷ • ~::: 
勤め-;~.'-ト 9<，:-C( ム群

①J離乳食を自ぷセ作ったものヤ1・4%と対象群問占最百

高率である。剣放が少なく顕著な特徴はみらhない。 I

杯五就労形帯別に産後1勾聞の金演と健康に?いて

調奪.検討を行った。 〆 ， -;~ ，，':， . ~リ:j' :，(.:' ')(:; id'_; 

自営業に従事する婦人〈母親〉と勤労婦人を比較する
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~;~理他5 自蛍幾婦人の虞僚の、健廃と生活

と，①産後の就労開始が6遡以内のものが前者では41.4 群に比べ生活が多忙であることがうかがえる。 i

Mで有意ゆい。②前耕三世代家族抵掠棚げがだコ~-~泌さ j;: :~~('\)役会
られること，まだ職住近接・説労ゆめ持淘あ配被前面分品 目~tí:li:参考強一将とじて二I ろの調査報告を紹介する。①総

にできるなどの理由に土り，母乳栄養率が高、七、離批食く〈理府依報室「婚ょんに関す右意識調望号，j~ ，~昭和54'年〉によ

を手作りしたものが針。f川崎時即時怖 い枠 の 自j雪解拘主主従業者の1週間の平均労働時

'生後1年聞の消化器系および昭吸 ~問は，.-40時間未満=ー32%，..50時防未満.=26%，

'勤労群に有意氏多い。 tとれは母親ノ、満土'13%，'60時間以主主2O%セ品Jる"W"'1日

常在早期に発見するのがおーぐれた 宇みに60時闘を6.-5:日巧割り1日の労働時間を

'庭婦人ゐ児、が罷病じた場合に比Jよ 9;2)時間以i'~ なる。，'.'
なし?という実態が，信恵件数k会ぷコ'@:全国商工会連合会尚、規模事業婦ん経営

Zぺ:-;:<も!
}。また，勤め群の児は他群に比べれ二向および地減活動への参菌意識に関する調益

:が高いのでJヵゼ等の呼吸系の羅ミ?年〉民主ると;自信業鶏災ぷおろ石かになq

示じていると考えちれるa ゆ箆後二惑柄り即位は家事:でiù%，: 第l~'位は睡眠
lに著明な差異ば認められーなA_¥__;__: ~:_:_%j;健康~管理はlP34Mよぺ 、:;， ，，;，f.~. 

1検量生おまぴ保健指導など十分にrr_， 1" :__ ふムゼ ; 、 、 1;:; ，1，" 

対象全体の生活環境がある一定水三!日我専の調査対象病院が正竺施設だけでそれJ

よ右と考えおれる主今回は:睡眠 2 活環境知安短l-:C.~'.~胞が利用ーじでい右主い
は調査ιな少、づーた泊f，F自営業栂木三一:震京一・凌菅病院であ9:日日吉正回答数め五

含め就労嫁人の産後の睡眠不足.台 i従事じτいる婦人が70例と沙数であもが，都

、少なからず多かったで品ろうとJ ふる自弦楽;従事怨人の産後ら生活実態の一端

lできる竺ー: 二、 '71~'ry 岬られPH:じて二じ
プ闘でも，その就労形態にまり生 l 、自営業に従事す単調えは妊娠中詰まぴ産後

，ょ貴である。家族従業ーィミートタミ !わて，との空をな努砲を希望主τ里よるのか持

イム群およぴ自営業主群は，生活時間にゆ台りがあると、 的に把盤宇~，:tとが今後の課題であるν、 ;:.i ! 
推察対抗。家族鱒--'7ilV91'ヲ:よれあJ雨明労一、一戸民ら尋問反語説踊険料dとiして行

するもFのもおり (9時間以上=5例 13田 9%);さ三世代家父 lかれた。 j. ，t ，~ 日! ? ll j 

族な印理由中日助け男性明受としてもJ 者2交わし、 i 山)'.' '.1 ;~:;::;~ t:山中山口 ; 
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E付表1')、
r 、 -， ， . 1. ~.そ 、"c，'〆

、、一、
J、 、、、、一、

A 、
産後の育児と健康についての宍ンケ?トじ二ぶじ 一守

、
一、!、九

、!、、
l
 

J _， _.) 、父、‘、

ご抱入にあたっての違憲:・昭和 :手!と生まれたお予さまとあな止の三とに閉じて、お子さまの生後 1年聞の三金

lこつも、てお書え〈ださい.

一 .霞当す4番号をO却でかこむか、カッコ

け ，

02. お住いにお部車体全怒でい〈つありましたか.(宜閉じ泊室、台所、庫、他人に貸じてい!

るところは障<.) 

" 1茸 2. 2宜 3. 3室 4， 4室 5. 5~ 6. 6茸 7.7宜 8， 8% 
9， 9%且上

03. お子さん専用のお部屋はありましたか.

"あった 2，なかった

04. ぉ子事んは、生まれた時や生まれて lカ月位いの聞に何か異常・摘気があnましたか。

L__p.t;- 2.帥吋

由-. ・ 1.置死 2 置い費痘 3 けいれん 4 呼吸困難
5 その他の異常(内容

05. お子さんは生後2カ11-12カ月の問、何か楕気をしましたか.

ム苧匙Lt: 2・しなかった

l S由 1 1腕! 1I 11 11 1 
誌の理巴~.~~.~ない主( ~~.~~l !.:....~:....?: ...~:....~:.. ~:... ?:....?:....9.:............................ ...................... ...1 

06， お子さんの発遣にういてうかがいますので、空畑にお省きください.

。おすわりができたのはa・ H ・" ・ ・・・ 生後( )カ月頃 ¥ ¥ 口
。っかまり主ちができたのは ー …・ "・" ・・・・ ー生龍( )カ月噴

。一人で2-3歩ある〈ようになったのは ・ ・0・ ・...... …生後( )カ月噴

。ほっそりと意障のある曾棄をー宵でも言ったのは"・ … 金品( )カ月頃
{剖 rプープー， 'マンマ， "むぐ』

ロ

あな允φ世帯、(一緒に負ん-r'l¥ら合もやった方}について、下記の、褒になら、ってと記入〈だ実い.

6い、

町、、

、

ロ
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千賀他.自営業婦人の産後の健康と生活

Q7. .:1惨予さんが l織になるまで乳児健齢を何回畳けましたか。

ム苧t..J;_ 2. 1田崎tすなかった

I SQ-7-1 ，. 1哩 2. 2回 3. 3回 4. 4固 5. 5回 6. 6固
7 7回 8. 8回 9. 9問削上

言Q-7-2 よ記の健静で何か注意を畳けましたか
1.元主意を受"た(内容
2 笹けなかった

Q8 お子さんが生まれてから生後3カ月末までの栄聾は何でしたか。

l 母乳栄養のみ 2 人工栄聾 3 理会栄養

よ犯で、人工栄養・混合栄養と笹えた方におうかがいいたします

SQ.S-l 人工栄生S養後週を与週6間えた以の内6週は生後2何週27頃週週でしたか3. 3 i.I!I 4. 4週 l
5 7 8 • 38週週(2カ月) (9‘カ9月週}以ム

SQ・8-2 人工が母栄そよの養gいl他がをと与でえた翠闘たはで(本主な{も2あのな仕をた事l)つがの選あ健康んっで〈ださい)3• l な か っ の たので .人工.栄費聾容の
方6 思った 4 人 上の理由で 5 上

SQ.S.3 母人だ6l工にさ栄相保棺い養健λ駁践せ所をし与える時に雄方かに相臨しましたか{車なものを iつ選んで〈

ずに自分てた描き妹めた 駁r電2し話た相夫世に』相臨利畳用し育たし調た 3相草践案母そしまたは実た 4.~ll!:相 を5 院にた
に栂践し 7 _ Imu;:mUI-a-:i!lmLt: 8 の他( ) 

Q9 離乳食についておうかがいします。

1 大体自分で作った 2.大体市踊品を利用した 3 適宜自分で作ったり市販品

を利用した 4 その他(

QIO.お子さんの保育に主にあたっていらした方は睦方でしたか

QII あなたが育児をするうえで、ご主人の理解や協力が得られましたか。

l 究会に得られた 2 まあまあ得られた 3 たηなかった

QI2 あなたは、お盆後初めての月経(再潮}があったのはいつ頃でしたか.

，. 1カ月 2. 2カ月 3. 3カ月 4. 4カ月 5. 5カ月 6. 6カ月

7.その他( ) 

QI3 あなたは、お産後何カ異常がありましたか。

ム苧坦♀L 2 なかった

|SQ.13・1 どんな異常でしたか(内容 ) I 
: ニの欄じは配入 1 子宮提古不全 2 胎盤遺妓 3 産開熱 4 写U十分泌不 i 

いしない主〈だ郎、 j金程壬fC顧炎 6原路興戻ー7挺顎辱毒盟後理症&その他 j
QI4 あなたは、お産後あなた自身の食事に気をつ吋ましたか

l 気をつけた 2 気をつけようと思ったができなかった 3 ふだんとかわらなかった

QI5 あなたのと露骨躍では、お産後の経済状態はいかがでしたか.

，.楽だった 2.ふつう 3.苦しいけれども何とがやれた 4 その他{

疑 お産後、殺事以外のお仕事をしていた方は、以下の聞いにお書え〈ださい。

QI6 あなたが、お議後S仕事を始めたのはいつ頃ですか.

l 産後 1週間 2. 2 -4週 3， 5 -6週 4， 7 -8週 5， 9 ""10週
6 その他{

Q17.あなたの!日の仕家時聞は何時間ぐらいて'したか。

，. 4時間来演 2， 4 -6時間 3， 7 -8時間 4， 9 -10時間

5， 10時間以よ

Q1S.あなたのおイ士事はどのようなものでしたか。

l ほとんど立ってする 2 ほとんど座ってする 3 立った η座ったり

4.その他( ) 

QI9 あなたは、仕事中に育児のための時聞をと町ましたか.

1，-(まい 2 いいえ{理陶

ヨ協力ありがとうございました.
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